家訓

 香山光郎
一、親　
　我が身のこゝにあるは親の生育の恩によれり。朝眼醒むればまづ親を思ひまつれ。しかして親の御心を安んじまつるやう平生心掛くべし。これを孝といふ。親は子女ための勞苦に老いたまふ。子女たるもの親の恩に報いまつることを以て人生第一の義務とすべきなり。
　孝行の者は善神これを護る。すべての罪の中に於いて不孝の罪最大なり。
　　　二、兄弟　　

　兄弟として生まるゝは九百千刼の縁と世尊は教へたまひぬ。同じき親を親として生まれ同じき家に育つ。所謂同胞より生まれ、同袍に寝ね同鼎の食にて育まれたるなり。世にこれより親しきものはあらじ。兄弟は友愛を以つて本とす。友愛とは仲好きことなり。兄弟仲好きことは親のもつとも喜びたまふところにして、また天地神明のもつとも嘉したまふところなり。かゝる兄弟に福多し。

　これに反して仲悪しき兄弟はもつとも醜きものなり。親憂へたまひ神明憎みたまふ。隣里必らず賤しむべし。
　兄弟相助くべし。されど相頼るべからず。己兄弟のために死するはよし。されど己のために兄弟に迷惑をかくることあるべからず。

　弟は兄に従順なるべし。されど兄は弟を意のまゝにすることなかれ。兄弟互に親の俤と見て敬すべし。
　長兄は父を嗣ぎ家名と祭祀を司るべきものなれば群弟特にこれを敬ふべし。兄弟を同志の一團とすれば長兄はその指導者なればなり。
　　三、夫婦

　夫婦の道は愛と敬とに盡く。夫婦愛なくば家の和破れ、敬なくば禮亂る。和と禮と、これ家の生命なり。

　妻は夫の家に嫁したるものにして、夫個人に嫁したるにあらず。即ち夫に對しては妻として、舅姑に對しては媳として、また夫の兄弟姉妹等に對しては姉妹として嫁したることを忘るべからず。これ日本の家の精神なり。
　されば父母に事へず兄弟姉妹に對する義務を履行せざる夫婦は、旣に道に外れたるものといふべし。愼むべきなり。
　　四[、]　子女

　子女は親の專有にあらずして家に屬す。而して家の專有にもあらずして、實に天皇の大御寶なり。されば子女をもつとも大事にすべし。

　子女の養育にもつとも心掛くべきは精神の薫陶なり。三つ[子]の魂百までといふ。物心付き始むる頃より神ながらの國風を教ふべし。それは日本の言葉、日本の禮儀、しかして日本の考方なり。考方とは他ならず。日本の國は　天皇の造りたまひ治めたまへる國にて天照大神は　天皇の御祖先にましませば、われらが身も物も　天皇に捧ぐべきものなりと信ずることなり。
　天皇の御役に立つ如く躾けられたる子女は自ら家を興し家を輝かす子女たるべし。
　　五、祭祀

　神佛を拜み祖先を祭ることを怠るべからず。これ人の本然の道にして日本精神の神髓たり。されどこは報恩追遠の誠にして求福のためにあらず。神佛に祈願するに己の福のためにすることあるべからず。自己のための求福は甚だ邪なり。唾棄すべし。國運隆昌、家内安全を祈願するはよし。
　清明心こそ神佛のもつとも喜びたまふ供物にして、和ある一家の誠ある拝禮こそ祖先への最上の獻饌なり。徒に物資を費して華美を競ふはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ママ),嚬縮)すべきことなり。
　　六[、]　師

　古人は君師父一體なりと教へたり。われに一字一技を教へたまひしものは皆師なり。誠以て敬ふべし。况して人生の正道にわれを導きたる師に於いてをや。師の影を踏まず、師みまかりたまへば心にて三年の喪に服すといへり。
　現存の師のみならず過去の師もあり。釋尊は三界の大師にして孔子、基督いずれも尊き大師にまします。人類の文化の根源はこれら大師たちに發せり。敬はざるべけんや。

　すべての師を敬ふべきも、特に一人の師を擇びて終生學ぶべし。これを師事といひ私淑といふ。師友を擇ぶことは修道の基礎と知るべし。
　　七、朋友

　供を擇ぶことを藥を擇ぶ如くせよ。悪しき藥は身命を損ふべし。

　友は多ければ多きほど好きも、一人にても善き友と交はれ。清浄なる水には甘塩の味なし、唯淡々たり。善き友また然り。
　朱に交はれば赤くなり、香と共に居ればわが身自ら薰る。

　友に求むることあるなかれ、頼るべからず。唯愛し敬ししかして助けよ。これ交友の正道なり。
　  八、接賓客

　わが家を訪るゝものはすべて賓客なり。和顔芙蓉誠を以て款待すべし。客の貧富貴賤によりてわが待遇の誠に差別あるべからず。世道人心を指導する賢人またはわが家に恩誼あるものは自ら別なり。
　賓客を遇するの道は、賓客をして心を安んぜしむるにあり。奢侈は粗末と同じく禮にあらず。過ぐるは及ばざると異ならず。中を守るべし。

　賓客[を]遇するに、窃かに報を求むる心あるべからず。これ邪念なり。求むるなき待遇これ最上の待遇なり。
　　九、質素

　奢侈は萬悪の本なり。奢侈にして食慾ならざるものなし。淫亂またこれより來る。

　衣食住はすべて最低限を守るべし。一粒の飯を食ふときにもそを作るための衆生の勞苦と己の功の多少を計れと教へたまふ。一人食ひ過ぐれば一人食ひ足らぬと知るべし。
　　一〇、勤勞

　男女老[幼]を問はず、徒食するものあるべからず。それそれ一つの職域を有すべし。勤なるものに成らざることなし。一家全員勤勉なれば決して貧窮あることなし。

　働くこと即人生なり。眞に皇恩、親の恩、師の恩、衆生の恩を感じたらんには一刻をも働かずして過すことなかるべし。一日働かざれば一日同胞の汗を盗みたるなり。

職に高下あることなし。職をなす人の心に高下あるのみ。家のため人のため國のためになることならばわが汗を流すに足る。衆生の好まざる仕事あり、われこれをなす、實に人生の痛快事なり。

 より樂にしてより有利なる職業を求めて轉々するものにして成功したる例なし。働くは國のため家のためにして己のためにあらざればなり。
一つの仕事に心魂を打込みて精進することを修行といふ。聖人賢士この中により出づ。

天地の休むなきが如くわが勤勞已むことなし。これを職域奉公といひ人生愉悦の醍醐味あり、成道の門ありと知れ。
一一、享樂

享樂は勤勞人に與へられたる神の報なり。勤勞人は一家團欒の樂を與へられ熱睡と健康を以て褒賞せらる。
家には親の樂しみあり、幼き子女等の樂あり、若夫婦の樂しみあり。秋の収穫の樂しみあり、冬の安息の樂しみあり。神社佛閣參拜の樂しみあり、珍しき來客の樂しみあり、新しき子女の出生の樂しみあり、お節句のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ママ),それそれ)の樂しみあり。たまには婚禮、卒業、任官、成功などの大いなる樂しみあり。

和あり禮あり、報恩感謝の勤勞ある家には實にかゝる樂しみの絶ゆることなし。

道ならざる樂は必らずや後患を伴ふ。
 　一三、和氣怡聲揄色

和合は佛徒の最高の道徳だ。僧とは和合の意である。一家も一村も乃至一國も天下も和あればこれ極樂であり天國である。地獄とは無幸處をいふのであるが無幸とは無和のことだ。聖徳太子が「以和爲貴」と彼の十七個條の憲法に仰せられたのもこの意に外ならぬ。
中庸には「和也者天下之達道也」とある。和の道は修身、齊家、治國、平天下の要諦だ。

 ところがこの和なるものは各個人の心の和即ち和氣から生まれるものである。だから各人朝眼が醒めればまづ和氣を發すべきだ。

悪魔は不平、不滿、怨嗟、私利、私慾の火の種を抱へて爾の枕もとに立つて爾の眼醒めるのを待つてゐるのである。そして爾の心にこの恐ろしき火を投ずるのだ。爾にこれを退けるだけの心の用意がなければ、爾は一日中この火に燃えることであらう。そして爾が燃えることによつて爾の家族、隣、すべて爾に接するものを燃やして地獄の苦を受けさせるであらう。何んと恐ろしいことであり罪なことであらう。

 　だからまづ氣を和らげよ。家族一同和氣靄々たれば萬事順調に成就するであらう。
 　怡聲とは柔い朗かな音聲のことである。怒りの聲、怨みの聲、心配さうな聲でない聲のことである。それだからと言つて度を過ごして噪いだ聲でない聲のことである。一言にしていへば和氣から發する聲だ。心に和あれば聲に怡ありだ。

怡聲は泣く兒これを聞けば泣き止み、怒れる獸これを聞けば怒靜まる。佛さまの一聲に地獄の焦熱が清涼に化するのだ。
愉色とは中にある和氣が色即ち容貌に現はれたことを指すことである。浮かぬ顏でない顔、屈託氣のない顏、健かに眠れる赤子の顏のやう容貌のことである。それだからといつてわざとらしいにこやかな顏をいふのではない。春の朝のやうな自然な容貌が愉色である。

氣和するものは自ら聲怡に色愉なるべきである。永らく和氣の道を修めたもの、顏や形にはどことなく愉色が現れる。佛菩薩の頭に後光が指すやうなものだ。
和氣、怡聲、愉色のものは生涯幸福であらう。かゝるものを含む家族は幸である。彼は生涯接する人々に喜びを與へ慰安を與るであらう。これこそ最上の奉公であり貢獻であるのだ。

しかしてこれは修行によつて得られるものである。 （つづく）（1941年12月『新時代』）
一四、清浄の道

  釋尊は清浄の道を説きたまうた。清浄とは垢の付いてゐない状態であり、洗ひ磨かれた状態のことである。

  第一は身清浄である。身體を清浄にすることだ。沐浴は清浄行であり、洗濯は清浄行である。掃除は清浄行であり香りを焚くのも清浄行である。なんとなれば身とは五體ばかりを指すのではなくて、衣服、住居、國土を含めたものであり、究極に於いては三界皆わが身であるからである。

故にわが身を浄め、家を浄め、國を浄め、世界を浄めることがすべて清浄行であるが、日常實際生活に於いてわれわれがなすべき清浄行は身體と家と村とを洗ひ、はたき、掃き、拭き浄めることである。埃は限りなく付くものであるから、わが清浄行にも限がないわけだ。毎朝、毎朝浄めては新しき出發をするのである。毎夕毎夕浄めては一日の穢を拂ふのである。

第二には口清浄であるが、われわれの罪の四割は口によつて作られると釋尊は教へたまうた。妄語、兩舌、悪口、綺語のことである。

　妄語とは嘘のこと、誠でないこと、要らぬことを喋ることだ。これは實に萬惡の母といへよう。舌を切つても嘘をいふな、これがわが最愛の兒に訓ふることばである。

　兩舌とは二枚舌のことだ。離間、中傷などは兩舌の仕業である。舌が一つであるやうにいつでも、誰にも同じ誠をいはねばならない。

　悪口とは人を害ふことばのことである。すべて物をいふべきには人の喜びや慰を與へることを心掛けなければならない。わがいふことばが人を傷けてはならない。刃物や棒切よりも悪口は人の心に療えにくい瘡を與へるものである。悪口の反對は善語、愛語である。

　綺語とはことば飾ることだ。飾るとは必ずしも美しくすることをいふのではない。例へば甲のいつたことを乙に傳へるのに一寸した文句を一つ付け加へることによつて、それが甲の意思とは似も付かぬことになることがある。これは奸佞の徒の最もよく利用する手口で實に恐ろしい罪惡だ。

　口は眞語、實語、善語、愛語、誠語を語らなくてはならない。かくすればその口は香氣を發し光明を發する。唇美しく、齒並正しく、息香ばしく、その聲伽陵頻伽の聲の如く、衆生に愛敬せられるのである。

　第三は意清浄行だ。心より貪、瞋、癡三毒を取除くことである。貪から盗や淫の身行が來る。瞋から殺が來るのだ。己の勞力に相應はしからぬ財や地位や名譽を貪ることが貪である己が妻ならざる女に眼を掛けること[が]貪である。瞋とは恐ることであり懀むことである。同じ親の子であり、同じ神の氏子であり、同じく弱く脆き人間であるのだ。互いに慈しみ憐みこそすれ、懀み合ふ筋合のものではないのだ。

　心に貪瞋癡なきものは容貌自ら光明を發し音聲は衆生の怒りと悲しみを鎭め、行住坐臥高き薫を放つ。前世に如何なる惡業ありとも心に貪瞋癡を絶ちたるものには惡果報は降りることが出來ない。

　日に日に、朝に夕に、かやうに修行することを清浄の道といふ。夫婦、親子一家揃つてこの道に精進するものほど幸福なものはないのだ。
　　一五、動と靜

　勤勞は動である。天地は休まざる勤勞である。地球は絶えず自轉、公轉し、われらの身體の各機關も絶えず働いては、久遠の目的達成のための任務に勤んでゐる。農夫は野山において、漁夫は海や河において職工は工場において、官吏は役所において、それゞの任務のために動いて國家生活を營んでゐる。動は宇宙の實相であり、人生の本道である。

　ところが動の反面には靜がある。殊に生命あるものにおいてしかりである。われわれは晝は働き夜は休む。これ一動一靜である。重いものを曳くのは一張一弛、ぐつと力を入れては休み、またぐつと力を入れて休む。これも一動一靜である。

　しかし靜は動あらんがための靜である。靜によつて疲を休め力を蓄うては次の動に移るのである。だから靜は動と相表裏し相須つものであつて從つて二ではない。

　身體も精神も動靜相調和して限なき働きをなし、限なき向上をなするのである。かるが故にわれらは勤勞のよき習慣を作ると同時に安靜のよき方法をも學ばねばならない。夜と晝とがはつきりしてゐるやうに動と靜もはつきりしてほしいものである。ずるずるべつたりの動では能率があがらない。動のときは火花を散らすべきである。それと不眞面[目]な靜でも締まりがない。靜のときにはぴつたりとあらゆる[動]を止めるべきである。[動]くときには火花を散らし、休むときには靜かなること虚空の如くあるべきである。これが動靜の道といふものだ。

　人間は一生一回位大動があるべきである。人間のクライマツクスだ。蜿蜒數十里に亘る大山脉に天を衝く最高峯を現出するやうなものだ。古來偉人の一生には必ずやこの絶頂といふものがあつて、それまでの大起伏はこの絶頂を現出するための準備のやうである。高跳や幅跳の前の緩漫な走りのやうなもので、これなくしては、あの高さや、廣さのレコードは出せぬものである。

　さてこのクライマツクス的な大動、大活躍は平生の力の蓄積によつて、ある機を得てなされるものであるが、この力の蓄積は修行と安靜によつて得られるものである。修行と學と習のことであるが、學とは宇宙人生の根本の大眞理を體得することを主體とし、所謂學術技藝を從とするものである。習とは學び得たる眞理によれる行を反覆することである。

　さて靜は眞理を體得する重要な門である。靜によつて悟り、しかして動によつて行ずるものである。

　朝晩たつたの十分間でも[よ]い。靜寂なるところを擇んであらゆる念慮を拂ひ、たゞおのれの出づる息入る息をのみ感ぜよ。いはゆる無念無想の境地である。理窟を棄て、分別より離れて研ぎ澄またれた鏡の如き状態となるのである。明鏡止[水]といふものだ。かゝる心にこそ眞理は映るものである。（1942年1月『新時代』）
� 『新時代』1941年12月号、1942年1月号に連載。12月号のタイトルは「家訓（未定稿）、2月号のタイトルは「家訓（續）」となっている。


� 番号一二が抜け落ちている。





